
プラント保安分野AI信頼性評価ガイドラインの改訂

＜改訂のポイント＞

① 「既存のリスク評価手法（HAZOP、FMEA※等）によ
るプラントの安全性の確認」とAIの安全性評価の関係
を明確化

② 実施内容記録フォーマットの使いやすさを向上するため、
「解説」を記録フォーマットに追加

③ ガイドライン適用にあたっての疑問点、迷いがちな点を
Q&A形式で解説

④ ガイドラインに基づく信頼性評価を実際に実施し、記録
フォーマットに記載した「実用例」を作成
（計7件、5つのユースケースを網羅）

⚫ 本ガイドラインは、安全性が重視されるプラントでAIの実装を促進することを目的として、AIの安全
性と生産性向上の品質を実現するための方法論を示す。

⚫ 令和2年11月の公表以来、ガイドラインの活用が進んでいる。その活用状況を踏まえて、ガイドラ
インの実用例を示すとともに、より適切な適用をはかるためにガイドラインを改訂する。
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実施内容記録フォーマット

HAZOP、FMEA等との

関係明確化

説明の補足・拡充

「解説」の追加

追加内容

「Q&A」、「実用例」

（※）IEC 61882:2016 Hazard and operability studies (HAZOP studies) - Application guide、IEC 60812:2018 Failure modes and effects analysis 
(FMEA and FMECA)
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参考：プラント保安分野AI信頼性評価ガイドラインの概要

⚫ 信頼性評価の「3品質」を用いた品質管理方法と、プラントでの「5つのユースケース」を示す。

⚫ これにより、プラントオーナー・AIベンダーはAI信頼性評価の課題を解決できる。

– プラントオーナー：社内外にAIの信頼性を説明できる。ベンダーへの要求事項を適切に設定できる。

– AIベンダー：自社のAIの信頼性をプラントオーナーに説明できる。要求事項をオーナーと認識共有できる。
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※ 産業技術総合研究所「機械学習品質マネジメントガイドライン第１版」の構造を用いる

利用時品質

外部品質

内部品質

• 信頼性評価の3品質 • 信頼性評価の方法と要求事項

• 対象とするユースケース

1. 配管の肉厚予測

2. 配管の画像診断

3. 設備劣化診断

4. 異常予兆検知・診断

5. 運転最適化

プラント保安分野でのAI活用の実例

• ユースケースに基づく信頼性評価の具体的適用

✓AIと他のシステムの関係

⁃ AIの出力を監視・補正する「外部安全機構」

⁃ AIの入力・処理・出力と無関係に安全を確保する
独立のシステム

⁃ AIの判断・対応への人間の関与

✓品質の設定例（AIにどこまで安全を求めるか、等）
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ガイドライン活用

の流れ

•活用主体・担当

•開発・運用フェーズ
別の担当

•開発・運用フェーズ
別の実施事項

ガイドラインの具体的な

活用方法
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信頼性評価の３品質、評価方法、要求事項

1. 利用時品質の設定

2. 外部品質の設定

4. 内部品質のレベルの確認

3. 外部品質のレベル設定

5. 内部品質の要求事項の
確認及び実行


